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【はじめに】看護師の勤務改善の示唆を得るため、 ILO の看護職員勧告と日本看護協会の
夜勤・交代制勤務に関するガイドラインに則った、12 時間二交代制勤務に関する認識等を
全国の病床数 150 床から 300 床未満の病院の看護管理者を対象に調査した。 
【研究目的】看護管理者の 12 時間二交代制勤務の認識と勤務体制（現在と今後）について
の考えを明らかにする  
【研究方法】全国の病床数 150 床以上 300 床未満の病院を病院検索サイトで検索し、看護
管理者を対象に郵送による質問紙調査を実施した。データ分析は SPSS. Ver.19 を用い、記
述内容は質的帰納的分析を行った。  
【倫理的配慮】対象者へは匿名性の保証と自由意思による参加である旨を文書で説明した。
質問紙は無記名で、郵送による提出をもって同意を得られたとした。本研究は所属大学倫
理委員会の承認を得た。  
【結果】2100 病院に質問紙各一部を配布し 929 病院から回答があり（回収率 44.2%）、有効
回答率 100%であった。対象者は 50 歳代以上が 88.1%、看護師の通算経験年数平均 32.4 年、
当該病院での平均勤続年数 17.3 年で、職位は看護部長 88.7%、現職位の通算年数平均 5.5
年であった。病院は平均病床数 177.0 床、看護師総数は平均 110.5 人、平成 24 年度離職率
は平均 10.1%、同年新卒離職率は平均 4.8%であった。看護師の交代勤務の体制（複数回答）
は三交代制 39.3%、変則二交代制（夜勤 16 時間等の長時間夜勤） 72.9%、その他の勤務体
制 10.2%であった。看護師の交代勤務の現状の問題点について「よく知っている」 70.0%、
12 時間二交代制勤務について「よく知っている」 49.7%であった。勤務病院の看護師の交
代勤務の現状の良否については「どちらともいえない」58.4%、今後看護師の交代勤務体制
を変更する考えは「とてもある」19.6%、「少しある」38.0%、勤務体制変更の障害になるも
の（複数回答）は「病棟看護師の理解」 74.6%、「その他（看護師不足、労働組合の反対な
ど）」40.5%であった。  
【考察】看護管理者は交代勤務の現状の問題点への認識は高く、半数は 12 時間二交代制勤
務の知識もあり、今後交代勤務の体制を変更する考えが明らかになった。また、病棟看護
師の理解が変更の障害になるという認識が多いことがわかった。それらをふまえると、や
はり看護師自身の健康・生活のための勤務体制の変更である点の啓発が重要と思われる。
多忙な勤務の中で個人で知識や情報を得ることは困難と推測されるため、病院側による院
内研修等実施が有効と考える。  
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